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     はじめに

 昭和51年春から県教育委員会文化財保存事務所に勤務し始め、昭和53年から同文

化財保存課の初代の民俗担当として、奈良県内を歩き始めました。はじめは大塔村・

野迫川村・十津川村など吉野郡へ行くことが多く、訪れた土地で聞いた話をメモに取

り、写真を撮り、また祭りや芸能のさまざまな音も録音しました。次第に行き先は県

内各地に及ぶようになりましたが、やはり広い奈良県内。いまだに訪れていないとこ

ろが大半です。録音はソニーのデンスケで録ることもありましたが、それではかさば

るので、大半は手に乗るくらいの小型の録音機で、話や芸能や歌をメモ代わりに録音

していました。

ほとんど片手間で参考のために録音したものですが、私の若い頃以来のささやかな

足取りの記録として、整理したいと思いながらなかなか出来ないままです。今回その

中から特に記憶に残るいくつかの録音を皆様に紹介し、楽しみながら大和を中心とし

た音の世界、民俗文化、民俗音楽に触れていただければという企画です。

奈良民俗文化研究所代表 鹿谷 勲

■サウンドスケープ（音の風景）

サウンドスケープ（soundscape）とは、1960年代終わりに、カナダの現代音楽の作曲家Ｒ・
マリー・シェーファー（1933～2021）によって提唱された概念。『世界の調律』（1977、
邦訳は1986）という著書のタイトルのように、豊かな音の世界のためには、まず沈黙が必要
な時代に立ち至っていると世界の音のあり方を問う。自然の音（水・大気・大地・火・鳥・
動物・虫など）、人間の音、社会の音（田舎・町・都市・海・家庭・仕事・娯楽・音楽・宗
教など）、機械の音、静寂と沈黙などに分類。

■さまざまな音の風景

○暮らしの中の音 （ツネの音とハレの音）

• 「関東大震災以前には、品川の岸壁を出る汽船の汽笛が荻窪まで聞こえてゐた。…」

井伏鱒二「荻窪八丁通り」『荻窪風土記』1982（昭和57）年

• 「うとうととしたと思ううちに目が覚めた。すると、隣の室で妙な音がする。…」

夏目漱石「変な音」朝日新聞 1911（明治44）年

○唱え言 「正月の歌」

• 「正月ットンどこまで、くろくやまのすそまで、おっかえりおっかえり、おっかえりの
道で、カンコロウにであって、ちょっとチョウズへかーくれて、びっちんくそですべっ
て、かったんくそで鼻突いて、あーくさツン、ツギ屋のおばんにツギもろて、ツーンと
かんだらようなった」（大和高田市）

• 「正月ドンどこまで、ミロクヤマのおくまで、オカイローオカイロ、オカイロの道に、
ガンゴドンが出とって、せんち隠れてびっち糞ですべって、かった糞で鼻突いて、ああ
臭やつん」

• 「正月どんどこまで、くろくやまのすそまで、大街道大街道、大街道の道で、ケンケン
サンがやってきて、便所へ隠れて、ああクサ、ツンツン」（二上方面・香芝町史）

• 「正月っつあん、正月っつあん、どこまでおいでた、バンバでババこいて、シンジョウ
で尻ふいて、テラムラで手洗ろうて味噌買うて ねむりねむりおいでた」（滋賀県山東町）

祭りと芸能の音 
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■東九条の御供搗歌   1982（昭和57）年10月８日 奈良市東九条町公民館

大安寺八幡宮の秋祭りのため、餅搗きが公民館で行われる。男たちは大きな木の臼を用いて、
御供搗き歌を歌いながらが千本杵で餅を搗き、花御供や坊主御供などの華やかなお供えを
作っていた。かつては男達は鉢巻きに腰巻き姿だった。この昔の餅搗きの様子を、第39回国
民体育大会（わかくさ国体）のスポーツ芸術の催事「民俗芸能の夕べ」（奈良県文化会館）
で演じていただいた。

■モリガミ呼び   1988（昭和63）年10月17日 奈良市大保町 八坂神社

大和高原の一郭を占める奈良市大保町。秋祭り当日の朝、長老が集落のあちこちにいる21の
モリガミを呼び集め、氏神とともに祀る。鳥居近くで南の方を向いて「あおいばの森では、
花のようとめ、ちわやふちわやふ･･･」と低い声が周囲に響く。

■ソネッタンのミユ（御湯）   1984（昭和59）年7月7日 奈良市石木町 登弥神社

奈良市や三郷町には、神社に属しないで代々巫女を勤める家筋があり、ソネッタン、ソウ
ネッツアンと呼ばれている。秋祭りなどに神楽や御湯を勤めて土地の安泰と人々の平穏無事
を祈っている。三郷町立野の坂本家や大和郡山市若槻の加奥家が代々受け継いでいる。録音
は加奥家出身の有本アヤノさん。加奥家は昭和60年以来、春日若宮おん祭の大宿所祭での御
湯立にも奉仕している。

■ジンパイ（神拝）   1986（昭和61）年10月17日 奈良市阪原町 長尾神社

阪原の秋祭りは、厳粛なお祭りというより、楽しい秋祭りと表現した方が的確だった。氏神
と御旅所で、ジンパイと呼ばれる田楽系の所作やスモウが、にこやかな笑顔を見せる参加者
によって繰り広げられる。 

■祭文語り   1982（昭和57）年6月10日 奈良市田原地区

祭文とは本来神に捧げる祝詞。のちに山伏が節を付けて、山伏祭文、さらに芸能的に発展し
て、歌祭文や説教祭祭文に。のちに浪花節や浪曲へつながる。田原地区に伝えられていた祭
文語りは、伊賀祭文の影響を受けて地元で行われていた。地元の人々と奈良市教育委員会の
尽力で、昭和57年6月に田原地区横田の公民館で復活上演され、現代によみがえった。

■題目立  1983（昭和58）年10月12日 奈良市上深川町 八柱神社

旧都祁村上深川（かみふかわ）町に伝わる語り物芸。１７歳になった青年を中心に「厳島」「大
仏供養」が、冷気が染み渡る大和高原の宵宮で語られる。近年は比較的暖かいが、昔は境内
で必ずたき火がたかれるほど、肌を刺す夜の空気は冷たかった。しかし、語りを終えた後の
ヨロコビの歌は素晴らしい。

 

■東川の太鼓踊り       1981（昭和56）年11月23日 吉野郡川上村東川 烏川神社

初めての川上村東川（うのかわ）へバスを乗り継いでバス停に到着すると、すぐに太鼓踊りが
始まった。陣笠をかぶった口上役は、「静まり候らえ、静まり候  …」と年配ながらつやの
ある声で堂々と口上を述べ始めた。

■吐山の太鼓踊り                                                               奈良市都祁吐山町 下部神社

山辺郡都祁村（現奈良市）の吐山（はやま）に伝わる雨乞いおよびその願満の踊る太鼓踊り。
大字吐山は7つの垣内と呼ばれる小集落から構成され、この垣内ごとに踊りの組が編成され
る。大太鼓を打つ踊り子、赤いシデを振るシデフリ、鉦叩き、歌出しで一組。元禄時代の写
本が知られ、踊るようにバチを振りながら大太鼓を打つ華やかな太鼓踊り。
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■十津川の大踊り 1979（昭和54）年8月13～15日 吉野郡十津川村 小原・武蔵・西川

奥吉野の十津川村に伝わる数多い盆踊りのなかで、もっとも大切にされてきたのが大踊り。
地区により異なるが、男女に分かれて、女は扇を執り、男は太鼓打ち太鼓持ちに分かれて、
ゆったりおおらかに始まり、次第に雰囲気が高まり乱舞する。昭和53年の夏、ソニー・ＰＣ
Ｌに委嘱して映像記録を作成した。その時、櫓の下にデンスケを置いて、音頭取りの歌を録
音。（国指定重要無形民俗文化財） 

■平尾のオンダ      1990（平成2）年1月18日 宇陀市平尾 水分神社

真冬の夜の境内、「世の中がよければ」を連呼しながら一年神主の大夫らが舞台へ上がり、
「一の国から墾田（こんだ）打つ男（おのこ）がうちや始めし所良し世良し」と高らかに唱え始
める。鍬初めから水入れを経て、田植えの様を演じ、抑揚に富んだ古風な詞章が響きわたる。

■木津川の祈祷念仏    吉野郡東吉野村木津川 薬師堂

東吉野村木津川（こつがわ）で8月18日に薬師堂の堂内で、「二百十日の前祈祷」として祈祷念
仏が行われる。男女に分かれて、抑揚を付けて美しく交互に念仏を唱え、太鼓・鉦・木魚を
打つ。村落の平穏無事を祈る祈祷の念仏。

■東佐味の六斎念仏 1978（昭和53）年10月1日 御所市東佐味 弥勒寺

白衣を身につけた東佐味六斎講の人々は、無縁仏の前で行われた千灯明を前で、心にしみる
念仏を唱え始めた。金剛山東麓に伝わった最後の六斎念仏は、講員が減り途絶えていたが、
地区外の若い人がこの録音をもとに新たに受け継いだ。   

■空也念仏    1992（平成4）年12月30日 京都市東山区  六波羅蜜寺

長らく一般の人々に公開されていなかった空也秘密念仏、空也踊躍念仏（国指定）を寒気漂
うお堂で聞いた。鉦をならし、豊かな声量で反り返りながら唱えられる「モウナーナマイ
ドー」の繰り返しの念仏の響きが、体中にしみた。
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■三都の祭り

  日本三大祭 京都「祇園祭」・大阪「天神祭」・東京「神田祭」

（１）おん祭（春日若宮祭）       1978（昭和53）年12月17日 奈良市 春日野町
春日大社摂社の若宮祭はおん祭と呼ばれる。平安時代末の保延2年（1136）が始まりとさ

れ、若宮社から御旅所へ深夜に渡御し、翌日人々は昼間に着飾って賑やかに社参の行列を組
んで御旅所に向かい、延々と芸能奉納を続ける。祭礼の形態におけるこの三都の違いは、時
代と土地の気風の違いによるのだろうか。（「神事芸能」が国指定重要無形民俗文化財）

（２）祇園祭 京都市東山区 八坂神社
祇園祭りは古代以来の御霊会で、悪疫流行に際して66本の鉾を作って午頭天王を祀り、神

泉苑に送ったのが始まりだというが、豪華華麗な山鉾や曳山の巡行が人々の注目を浴び続け
ている。ダシ（山車）が祭りの主役でこれを囃して引き立てているのが祇園囃子だと言える。
（「山鉾行事」が国指定重要無形民俗文化財）

（３）天神祭   1995（平成7）年7月24日 大阪市北区天神橋 大阪天満宮
天神祭は大川を船で渡御する大阪を代表する祭り。威勢のよい「催太鼓」が行列の先頭に

立って行列の先触れ。太鼓を取り囲む観衆のどよめきが熱い。高くて真っ赤な投げ頭巾をか
ぶった青年たちの真剣なバチさばきが見物。境内でおこなわれるダンジリの囃子が氏子の気
持ちをさらに熱くする。（「催太鼓」と「どんどこ船行事」が府指定無形民俗文化財）



毎日新聞奈良版 2016年4月～隔週水曜連載

「やまと 民俗への招待」鹿谷 勲
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■最後に

手打ちの音  
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・『秋篠文化』 6号 特集 南都の雅楽 2008

・『秋篠文化』 7号 特集 大和の祭文音頭 2009

・『秋篠文化』 8号 特集 聖霊会 2010

・『秋篠文化』 9号 特別号 大和萬歳資料集 2012

・『秋篠文化』10号 特集 大和のわらべ歌 2016

・『秋篠文化』11号 特集 大和の仕事歌 2017
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国指定重要無形民俗文化財 ※は「国選択」のみ

名 称 保 持 団 体 所 在 地 指定年月日

1 題目立 題目立保存会 奈良市上深川町 昭51・5・4

2 春日若宮おん祭の神事芸能 春日若宮おん祭保存会
奈良市春日野町
春日大社

昭54・2・3

3 十津川の大踊
十津川村小原・武蔵・西川
大踊保存会

吉野郡十津川村
小原・武蔵・西川地区

平元・3・20

4 陀々堂の鬼はしり 念仏寺鬼はしり保存会 五條市大津町 平7・12・26

5 奈良豆比古神社の翁舞 奈良豆比古神社翁講 奈良市奈良阪町 平12・12・27

6 吉野の樽丸製作技術 吉野の樽丸製作技術保存会 吉野地方 平20・3・13

7 江包・大西の御綱 江包・大西の御綱祭り保存会 桜井市江包・大西 平24・3・8

8 当麻寺二十五菩薩来迎会 ※ 当麻寺菩薩講 葛城市 昭51・12・25

9 大和の野神行事 ※

奈良市、大和高田市、大和郡
山市、天理市、橿原市、桜井市、
御所市、川西町、三宅町、田原
本町の各野神行事保存会

奈良市三条町、大和郡山
市今里・西椎木、天理市神
泉町・平等坊町、橿原市上
品寺町・地黄町・小綱町、
桜井市箸中、御所市蛇穴、
川西町下永、三宅町石見、
田原本町鍵・今里

昭58・12・16

10 吉野大塔の坪杓子製作技術 ※
吉野大塔の坪杓子製作技術保
存会

五條市 平24・3・8

奈良県内の指定民俗文化財一覧



名 称 保 持 団 体 所 在 地 指定年月日

1 篠原おどり 篠原おどり保存会 五條市大塔町篠原 昭52・5・20

2 惣谷狂言 惣谷狂言保存会 五條市大塔町惣谷 昭52・5・20

3 北今西のオコナイ 北今西区 吉野郡野迫川村北今西 昭52・5・20

4 弓手原のオコナイ 弓手原区 吉野郡野迫川村弓手原 昭52・5・20

5 国栖奏 国栖奏保存会 吉野郡吉野町南国栖 昭53・3・28

6 大柳生の太鼓踊り 大柳生太鼓踊り保存会
奈良市大柳生町西側垣
内・上出垣内・塔阪垣内

昭53・3・28

7 東佐味の六斎念仏 東佐味六斎講 御所市東佐味 昭53・3・28

8 曾爾の獅子舞 門僕神社獅子舞奉舞会
宇陀郡曾爾村
今井・長野・伊賀見

昭54・3・23

9 木津川の祈祷念仏（踊念仏） 木津川区 吉野郡東吉野村木津川 昭56・3・17

10 東坊城のホーランヤ ホーランヤ奉賛会 橿原市東坊城町 昭57・3・12

11 茅原のトンド 茅原トンド行事保存会 御所市茅原 吉祥草寺 昭58・3・15

12 吐山の太鼓踊り 吐山太鼓踊保存会 奈良市都祁吐山町 昭60・3・15

13 柳生の宮座行事
柳生上の十二人衆・
下の十二人衆

奈良市柳生町・柳生下町 昭61・3・18

14 国栖の太鼓踊り 国栖区 吉野郡吉野町国栖 昭63・3・22

15 阪本踊り 阪本踊保存会 五條市大塔町阪本 平元・3・10

16 邑地の神事芸能 水越神社神事芸能保存会 奈良市邑地町 平2・3・9

17 東安堵の六斎念仏 大宝寺六斎講 生駒郡安堵町東安堵 平3・3・8

18 平尾のオンダ 平尾区 宇陀市大宇陀平尾 平4・3・6

19 菅生のおかげ踊り 菅生おかげ踊り保存会 山辺郡山添村菅生 平4・3・6

20 狭川の神事芸能 両西敬神講 奈良市下狭川町 九頭神社平5・3・5

21
地黄のススツケ行事
（ノグッツアン）

地黄区 橿原市地黄町 平5・3・5

22 八島の六斎念仏 八島鉦講 奈良市八島町 平6・3・25

23 野依のオンダ 野依区 宇陀市大宇陀野依 平8・3・22

24 東山の神事芸能
山添村東山地区
神事芸能保存会

山辺郡山添村
北野・峰寺・松尾・的野・
桐山・室津

平10・3・20

25 田原の祭文・祭文音頭・おかげ踊り 田原地区伝統芸能保存会 奈良市田原地区 平11・3・19

26 御所の献灯行事 鴨都波神社 ススキ提灯保存会御所市 鴨都波神社 平12・3・31

27 丹生の太鼓踊り 丹生太古踊保存会 吉野郡下市町丹生地区 平13・3・30

28 河合の弓引き行事 河合区
吉野郡上北山村河合
景徳寺

平14・3・29

29
金峯山寺の蓮華会（蔵王堂の蛙とび
と奥田の蓮取り）

金峯山寺蓮華会
吉野郡吉野町吉野山
大和高田市奥田

平16・3・31

30 高田のいのこの暴れまつり 高田区自治会 桜井市高田 平17・3・29

31 六県神社の御田植祭 保田自治会 磯城郡川西町保田 平18・3・31

32 白石の双盤念仏 興善寺鉦講 奈良市都祁白石町 平19・3・28

33 櫟原のオハキツキ 櫟原自治会 生駒郡平群町櫟原 平21・3・31

34
談山神社嘉吉祭の神饌
－百味御食－

嘉吉祭百味御食保存会 桜井市多武峰 談山神社 平22・3・30

35
生駒（往馬坐伊古麻都比古神社）の
火祭り

往馬大社火祭り保存会
生駒市壱分町
往馬坐伊古麻都比古
神社

平23・3・30

36 下市町新住のオカリヤ 新住八幡神社宮座講 吉野郡下市町新住 平24・3・30

37 室生の獅子神楽 室生神楽保存会 宇陀市室生 平28・2・5

38 龍口の獅子舞 龍口獅子舞保存会 宇陀市室生龍口 平28・2・5

39 大柳生の宮座行事
夜支布山口神社宮座行事保存
会

奈良市大柳生町 平29・2・14

40 大和神社ちゃんちゃん祭り 大和神社宮総代会

天理市長柄町・三昧田町・
佐保庄町・萱生町・兵庫
町・神泉町・成願寺町・岸
田町・中山町

平30・2・2

41 大保の宮座行事 大保八坂神社宮座行事保存会 奈良市大保町 平31・2・22

42 海知のシンカン祭り 海知町自治会 天理市海知町 令4・3・25

県指定無形民俗文化財

６
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